第１条　遺言者は、遺言者の有する下記金融機関に存在する預貯金を遺言者の長男志木鉄夫（昭和○年○月○日生）に相続させる。

（中略）

第２条　遺言者は、遺言者の有する下記不動産を、遺言者の妻川越松子（昭和○年○月○日生）に相続させる。

（中略）

第３条　遺言者は、遺言者の有する下記金融機関に存在する預貯金を遺言者の長女坂戸竹子（昭和○年○月○日生）に相続させる。

（中略）

第４条　遺言者は、前各条に記載する財産を除く遺言者の有する手元現金、動産その他一切の財産を前記妻川越松子に相続させる。

第５条　遺言者は、第１条に記載する遺言の遺言執行者として前記長男志木鉄夫を指定する。

２　遺言者は、前項で指定した遺言執行者に対し、次の権限を授与し、同遺言執行者は第１条に記載する遺言の執行を単独で行うことができる。
（１）第１条に記載する預貯金その他の相続財産の名義変更、解約及び払戻し
（２）その他第１条に記載する遺言の執行に必要な一切の行為をすること

第６条　遺言者は、第２条から第４条までに記載する遺言の遺言執行者として前記長女坂戸竹子を指定する。

２　遺言者は、前項で指定した遺言執行者に対し、次の権限を授与し、同遺言執行者は第２条から第４条までに記載する遺言の執行を単独で行うことができる。
（１）第２条から第４条までに記載する預貯金その他の相続財産の名義変更、解約及び払戻し
（２）その他第２条から第４条までに記載する遺言の執行に必要な一切の行為をすること
